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1.　斜陽の産業
　現在、書店業界は厳しい風にさらされている。斜陽の産業とも呼べる状況である。株
式会社トーハンでは、1975 年（51 年度報告）より、全国の書店に協力を仰ぎ、経営資
料とアンケートを集計・分析し、『書店経営の実態』調査を行っている。その平成 18 年
度版によれば、書店における、売上高伸長率は、1995 年より 11 年連続でマイナス成長
を示しており、2005 年時点で、全体の 62.2％もの書店で、前年より売り上げが減少し
ている（株式会社トーハン、2006）。また、廃業店も増加している。1997 年から 4 年連
続で 1000 店を超えた廃業店数は 2001 年時点で、約 1400 店舗にのぼった（新文化社、
2002）。
　筆者はその書店業界に 1 年間身を置き、参与観察と聞き取り調査
1
を行った。本稿は、
その調査結果から「書店業界の現状」を示すことが目的である。主に、書店員として 15
年間働いてきた南書店副店長、田中さん
2
の語りを参照し、いくつかのデータと共に、書店
業界の変遷と現状を見つめる。
2.　バブル期の書店業界
　今は厳しい書店業界にも、隆盛の時代があった。70年代から90年代初期にかけて、書籍・
雑誌の売り上げ数は瞬く間に増加していった。次の語りはバブル期の売り場の状況である。
田中：もう何も工夫しなくっても、（商品を）もう出しときゃいい、出しときゃいいっ
　　て感じで。そりゃもう、人海戦術で、もう、大量な商品を毎日こう、がー！って
　　開けて、がー！って店に。まぁ合理化以前の問題で、もうとにかく力技で？
　　うん（…）その代わり、違う意味で仕事終わんなかったけどね。もうとにかく　
　　納品が終わらない。終わらないうち、次の商品ががーんって入ってくるんで。　
　　だから、手数がかかるんで（…）。
田中さんは 91年に南書店に入社した。もうバブル期は終わりにさしかかっていたが、91
年当時も、このような忙しさがあった。現在も大手書店では大量に商品が納品されるが、
売り上げ数から察して、当時はその比じゃなかったことが分かる。そして、書店で働く人々
は、社員はもちろん、アルバイトでも、働き方がまるで職人だったという。
1　2005 年 12 月から 2006 年 12 月まで参与観察を行い、また、書店員 20名に対して聞き取り調査を行った。
2　固有名詞は全て仮名にした。田中さん（37歳、男性）は書店をこよなく愛しており、書店業界に精通している。
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田中：職人なんですよ、書店の、（…）書店の仕事っていうのは、職人技なんですよ。
　　（…）昔は、そういう職人がいろんな職場、あの、現場にいたんですよね。あの、
　　棚の、うん、神様みたいな人がいて。僕もやっぱり本店にいた頃があって、やっ
　　ぱりね、みんな、棚のこと（強調して）滅茶苦茶知ってたからね、バイトとかも。
田中：本店で初めてこうね、売り場の仕事に出たときって、本当、おっかなかったもん。
　　社員よりも、ベテランのアルバイトのチームっていうのかな。（…）それは、結構、
　　もう、それはそれでもう、なんだろう、グループになってたんで。結構社員以上
　　にきつい感じが、結構、アルバイト連帯感すごい強いんで。（…）むしろ社員以
　　上だよね、なんかね。それはそれで、まずいなって思うけどね。でも、そういう
　　連中となじむのは、半年とかかかったよねぇ（苦笑）。認めてもらうまでには。
　　（…）うん。（…）それで、その壁を乗り越えれずに、辞めていっちゃう社員とか
　　やっぱ、いたけどね。
筆者：あ、そうなん、
田中：うん！！アルバイトの、その、そういうね、（…）できない社員には容赦ない
　　からね。（…）それで鍛えられたってのもあるかもしれないけどね。
　　まず、お客様と戦う以上に、そういう、アルバイトの壁があってね。（…）それに、
　　ぶちあたって、ね、それを乗り越えて、一人前になるとかあったかもしれないなぁ。
　このように、当時はアルバイトでさえも職人だった。後述するが、現在、南書店の非正
規雇用形態は有期雇用（5年満期）である。しかし、当時は、アルバイトに雇用期限はな
かった。だから 5 年以上働いているアルバイトはたくさんいた。書店業務に携わる、そ
の年月の長さが、彼らを職人へと成長させたと考えられる。また、アルバイトが職人にな
れたことは、長く働けたことはもちろんだが、当時の取次
3
形態の影響もあった。現在の取
次形態は、日販とトーハンの 2 社がほぼとりしきっている形だが、当時は、ジャンルご
とに小さい専門取次がたくさんあった。たとえば、神保町あたりは、プロ集団の町だった
という。そして、取次の各担当者が、毎日書店の棚をチェックし、的確に品揃えをしていく。
取次の担当者は、書店の担当者以上に棚を把握しているから、書店員はそれに鍛えられた。
田中：なんか、それぞれの職人の手心を加えた、棚を見るとね、すごいね、発見があっ
　　たっていうかな。この本の隣にこの本があって、その隣にこれが来てって、そう
　　いう、細やかなこう、心遣いっていうのが随所にあって、うん、だから、いろん
　　な本屋を見ると、すごく刺激があったしね、
　　「おー、なるほど、こういう並びがあったか」とかね。
　　うん、それを、あのー、盗んできては、あ、本を盗むんじゃないよ（笑）
筆者：はいはいはい（笑）。
田中：やり方を盗んできては、やっぱり、相談して、うん、「じゃあ、ちょっとこれやっ
3　問屋のこと、書店業界では取次と呼ばれる。
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てみましょうよ」とかね。うん。「あえてちょっと全集物いれてみましょうよ」とか、
全集って売れないんですよ。売れないけど、全集があることによって、その横の本が
売れてくるってのがあったり、そういうね、それは単品管理じゃ見えないことなんで。
　副店長は当時、「棚のことならなんでも聞いてくれ」って感じだったという。問い合わ
せがあれば、「あの柱の右側の下から二段目の左から三冊目に入ってるよ」とすぐに答え
られた。このように当時の書店は、職人がそれぞれの棚を作っていた。
　しかし、現在は合理化され、POS レジ
4
や PDA
5
等により、単品管理ができるようになった。
誰でも（例えば、入社してから 3 ヶ月と満たないアルバイトでも）、パソコンの書誌検索
を利用すれば、本を探し出すことが出来るし、PDAのデータによって棚整理も出来る。
　「でも、それだけなんですよね、何か大事なものを置き忘れている」と田中さんは言う。
昔は、棚の並びを見れば、どこの書店かが分かった。今、大手チェーンならば、そういう
個性はないに等しい。単品管理によって、どこでも同じ並び、品揃えがなされる。どこの
書店も同じ表情になってしまった。しばしば金太郎飴書店と呼ばれる所以である。
3．現在の書店業界
　隆盛を極めた書店業界も、90年代初頭を境にして、売り上げは減少傾向を示し始める。
そして、現在も、厳しい状況は続いており、衰退の一途をたどっている。
筆者：やっぱり、今の書店業界は厳しいですか？
田中：むちゃくちゃ厳しいと思うね。うん、基本的にその、利益の出ない（…）、書店っ
　　ていうのは、うん。なんか利益率でいうと、いろんななんか、品目があるうち、
　　下から二番目。下はお酒とか。その次が、書籍で。ほんと利益が出ない。
　　その割に、人件費とか、やっぱり、あの、人の手がかかる職業なんで。
　　本当になんだろう、書店でだけで経営を成り立たすのは、本当に神業的なことで
　　あって…。
　現在の書店は、バブル期のように、出せばいいというわけにはいかない。前出の調査（トー
ハン、2006）によれば、書籍・雑誌の推定販売部数は減少傾向を示している。そのため、
各書店は、様々な戦略を打ち立て、業界内で生き残ることに必死である。
4　POS レジの POS とは PointofSales の略で、販売時点管理を意味する。POS レジは販売時に雑誌、書籍のコードを
読み取るだけで商品名（ジャンル）と販売価格が画面に表示されるのはもちろん、販売時間、出版社、冊数などの情報
もとらえることができる。この情報が発注や自動発注などに生かされる。
5　PersonalDigitalAssistant の略。携帯情報端末とも呼ばれる小型情報管理ツール。書店にも導入されており、これに
より、書籍のバーコードを読ませれば、その書籍に関する情報（詳細な売り上げデータ、在庫等）が確認でき、合わせ
て発注も行える。
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4．万引き問題
　その厳しさに拍車をかけているのが、万引き問題である。書店に関わる先行研究・著作
では、必ず、この万引き問題が取り上げられている（たとえば青田、2005）。書店業界に
とって、万引き問題は深刻な問題である。
田中：万引き問題ひとつにしてもそうだし。結局、書店から本が盗まれるっていうのは、
　　うんと、結局書店だけがその損失を負う、でしょ？それは恐ろしい問題で、ただ、
　　出版社とか取次っていうのは、どんどん物送っちゃえばいいもんね。だから売れ
　　ようが、盗まれようが、出版社とか取次の売り上げにはなるんで。それは恐ろし
　　いよね。うちのチェーンだけでも、年間億単位で、もう、商品がロスしてる。
筆者：そうなんですか。
田中：億。だから、よく言われるのが、「その盗品をなくせば、もう一回、君達にボー
　　ナスが出せる」っていうぐらいな。で、今 IC タグとかやって、いろいろ防犯ゲー
　　ト作ったりとか、やってるけど、とにかくコストがかかると、（…）でも、出版
　　社とかは、別に、そんなのつけなくても、自分の売り上げには関係ないじゃん。
　　ちょっとひどいよね。
　万引きをされた場合、その被害を受けるのは、書店だけである。南書店でも、年間億単
位で商品がロスしていた。この状況下、南書店は、覆面警備員を常に配置、また、アルバ
イトは、昼休み・休憩から売り場に戻る際に、売り場を巡回し、「いらっしゃいませ」等、
声かけを行うことが義務付けられていた。
5．選択肢の広がり・新古書店の台頭
　しかし、書店業界に厳しさをもたらした、より大きな要因は、本（書籍・雑誌・コミッ
ク）をめぐって、消費者に与えられた選択肢が広がったことである。
田中：厳しいのはやっぱり、本はどこでも買える。昔は、本は、本屋で買うものだった
　　でしょ。今は、いろんなライフスタイルが変わって、ある人は、本はネットで買う
　　ものが当たり前。ある人は、本はコンビニで買うものが当たり前。ある人は、本は
　　（…）、黄色い看板の古本屋で買うのが当たり前とか。それぞれやっぱり選択肢が広
　　がってる。だから、わざわざ、新刊の本屋に行って、定価で買うのは「そんなん馬
　　鹿らしいじゃん」っていう人が増えている。それが 1 番大きいと思う。で、新刊
　　書店ならではの魅力っていうのがなかなかその差別化しにくいっていうのがある。
　　（中略）一方では、新古書店と言われてる古本屋が台頭してきたりして、なんら合
　　法的な規制もないままに。著作権も守られないし、うん、あきらかにおかしい買取
　　があったりとか。なんかね、憤るんだけど、ああいうの見ると。今日発売の写真集
　　とかが、もう某古本屋で並んでたりとかね。未開封で。（中略）それはあきらかに
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　　おかしいよね。
　たしかに、現在、本はどこでも購入できる時代である。雑誌の売り上げ日本一もセブン
イレブンである（田口、2006）。そして、新古書店の隆盛も目覚しい。
筆者：たしかに選択肢は広がってますよね。
田中：えらい広がってると思うよ。うん。
筆者：自分も、ネットもコンビにも、黄色いのも使ってますもんね。
田中：使ってるでしょ？うん。まぁ、当たり前だと思うけど。（…）古本屋の方が品揃
　　えが良かったりするしねぇ。（…）結構ね、新刊のコーナーとか見て、「お、そろっ
　　てんじゃん」とか思ったり。逆に新刊書店に行くとなんか「あれ？」、ね？「こな
　　いだ出たのもないじゃん」。（…）やっぱり配本が少なくなって、うん、あと、も
　　うすぐ品切れ、ね？重版未定になっちゃったり、なかなか欲しい本が手に入らな
　　くなってきてるってのは、ある。なんか変な、ね、ひずみの現象が起こってる。
　この他にも、情報摂取方法の多様化（インターネット、携帯電話）や、マンガ喫茶な
どの二次流通市場の出現、図書館における新刊本の購入・閲覧利用の増加（経済産業省、
2003）など、消費者が本に触れる機会は様々に広がった。それが重層的に絡み合い、書
店業界に打撃を与えていると考えられる。
6．人件費の削減
　こうした状況下、書店業界は、人件費を削減せざるを得ない状況である。先に、田中さ
んが述べていたように、書籍の利益率はとても低い。厳しい状況下、売り上げを確保する
ために、人件費が削減されている。
筆者：人件費が結構かかるって、そこらへんは、南書店としては？
田中：かかるね。うん、えーっと、やっぱり、あのー、一定レベル以上の、接客で、
　　お客様にこう、おもてなしをするには、人件費って、かけないといけないんです
　　よね。（…）サービスカウンターであったりとか、お問い合わせをした時に答え
　　られる人がいたりとか。うん。で、うちはそれはもう死守をしてる
6
んですよ。
　　多分、いろんな書店っていうのは人件費をもっと削ってると思うんですよね。
　田中さんの推察どおり、書店業界全般で、人件費は削減されている。前出の『書店経営
の実態』調査の一項目、「売場規模別にみた書店の実態」
7
を参考にして、従業員構成比の変
遷をグラフで表した（表 1参照）。そこから理解できることは、まず、1981 年から 1997
6　96年当時、最高 1300 円だった時給も、現在は 910 円（3年以上勤務対象）までである。書店の時給は安く、全国
平均が 757 円（日販、2006）であるから、それに比べれば、かなり高い時給額ではある。たしかに様々な面で人件費
は削減され、労働者にとっては厳しい。しかし、副店長の「死守している」言葉も理解できる。
7　書店における従業者の内訳に関する本調査は、1981 年（57年度報告）より行われている。
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年までは、両者の差は徐々に近接してくるものの、正社員数の方がパート・アルバイトを
上回っていることである。しかし、1998 年を境にして、それが逆転する。以来、急激な
勢いで、正社員数が減り、パート・アルバイトが増加する。1981 年当時は、正社員 7 に
対してパート・アルバイトが 3 の割合であったが、2005 年には、パート・アルバイト 7
に対して、正社員が 3の割合となり、その構成比は逆転してしまった。
　一方で、先にも示したが、同調査で行われている売上高伸長率を見ると、1995 年よ
り 11年連続でマイナス成長を示している。また、平成 18年度版（最新版）の調査では、
書店全体のうち、62.2％は、前年より売り上げが減少している。（表 1）
8
　以上から、理解できることは、書店の売り上げが減少し始めた時期と平行して、人件費
の削減が図られていることである。また、その傾向は、大規模書店の方でより顕著であ
る。同調査は、売場規模別にその従業員数の内訳も示している。それによれば、2005 年、
300 坪以上の書店従業員の内訳は、社員が 3.3 人に対して、パート・アルバイトが 9.2 人
である。
　筆者が参与観察をした南書店は 300 坪を越える大規模書店であるが、この比率をはる
かに上回る。現支店の全従業員数は 69 人。そのうち、従業員数の内訳は、社員数 5 人、
契約社員数 3人、アルバイト数 61人である（2006 年 12 月 9日現在）。その割合は、社
員が 7％に対して、アルバイト（契約社員含）が 93％である。そしてこの傾向は、ここ
5 ～ 6 年の間の起きたことである。田中さんは 6 年前に係長として現支店にて勤務して
いた。当時はまだ正社員数は多かったという。
筆者：今は、社員さんと契約社員さんとあとアルバイトさんがいるじゃないですか。
　　その変遷というか、
田中：あー、そうねー、僕が前にいた時の、5、6 年前は、社員が 10 人いたから。
8　トーハン株式会社『書店経営の実態』（昭和 57年度報告～平成 18年度報告）
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　　もう、それだけ見ても、契約社員いなかったからね。うん。で、今、8 人で、
　　契約社員 2 人（実際は 3 人在籍）いるのかな。もうそれだけでも違うもんねぇ。
　現在様々な業界で、正規雇用が減少し、非正規雇用形態が増加している
9
が、書店業界で
もこの傾向が著しいことが理解できる。南書店でも、3～ 4年前に契約社員制度が導入さ
れた。その雇用形態は、5年満期の有期雇用である。彼らは、社員と同等の業務・責任を
負っている。にもかかわらず、待遇面で差があった。たとえば、社歴が長く、たくさん働
くアルバイトの月収とほぼ同じ給与の時もある状況である。また、5～ 6年前から、アル
バイトも有期雇用形態となり、最長で 5年までしか働くことができない。
田中：結構ベテランのバイトが、今、契約年限で切ってるじゃない？（…）
　　当時は、契約年限無かった時代があったんで。それこそ、もう 5 年 6 年、ね？
　　いるバイトっていうのがもう何人もいたんで、そうするともう、社員、新入社員
　　以上にものを知ってるし、うん、てきぱき動けるっていうのがあったんで。
　　もう一緒になって働いてたって感じかな。今割りと、ね、その辺が、社員がいて、
　　契約社員がいて、ね、アルバイトがいて、アルバイトの中でも、ね、あのー、
　　時間で区切った人がいたりとか、そういうのがあるけど、
　　昔は、そういうのが、割りと、ぐわーって感じだったんで。
筆者：あーそうですか、もう、一緒になって働いてたって感じ？
田中：そうそうそうそうそう。
筆者：へぇー。
田中：割と結構、アルバイト判断で色々とね。
　　まぁ、返金だとか、交換だとか、どんどんやってたりね。
筆者：あ、そうなんですか。
田中：うん。（…）その辺は、会社のスタイルが変わったってことなんで。
　　非常に合理化を、
筆者：はい、いつごろから、それが変わり始めたんですか？
田中：そうだね、僕がこの支店から、いなくなってからかなぁ。
　　だから、3、4 年ぐらい前？から劇的に変わって、（…）まぁ、ああいうワークス
　　ケジュールを作って、うん、ちゃんとこう、シフト管理をきつくして、
　　社員とアルバイトの役割分担を明確にして、うん、というのをやり始めて
9　総務省統計局は、現在、正規雇用は減少し、非正規雇用が増加傾向にあることを明らかにしている。「1985 年から
1990 年、1990 年から 1995 年、1995 年から 2000 年、2000 年から 2005 年の役員を除く雇用者（非農林業）の増
減を正規・非正規別にみると、1985 年から 1990 年、1990 年から 1995 年は、正規・非正規ともに増加した結果、雇
用者数が増加しているが、1995 年から 2000 年、2000 年から 2005 年は、正規は減少しているものの、非正規が増
加し、（中略）男女別に見ると、1995 年から 2000 年、2000 年から 2005 年は、男女とも正規が減少しており、2000
年から2005年には男性の正規の減少幅、非正規の増加幅が双方ともに大きく拡大している」。また、「就業構造基本調査」
により、非正規雇用化の影響は、産業別非正規増加要因の方が影響の高いことが明らかにされている。すなわち、近年
の非正規雇用比率の高まりは、非正規雇用比率の高い第 3次産業の割合の上昇に伴うというよりも、むしろ、各産業そ
れぞれにおいて雇用の柔軟化が進められていることを主因とするものである（厚生労働省、2006）。
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　このように、現在の書店は、当時と異なり、人件費をしっかりと管理することが重要視
される。書店経営において、南書店も、本を売る面よりも、人件費などの管理面に力が注
がれがちであった。そして、このような状況は、現場で働く書店員にとって、好ましいと
は言えない状況をもたらしている。
7．人件費削減の弊害
　企業を存続させるためには、どうしても人件費を削らなければならないだろう。しかし、
削減することで、サービスの低下など、その弊害が随所に現れている。田中さんによれば、
人件費削減によって得るものと失ったものがあった。
田中：得るものはやっぱり、その辺の役割分担ができるってのは、安心して仕事できるっ
　　てのがあるよね。うん（…）やっぱり合理化して、人件費を、やっぱり適正な人
　　件費で、コントロールするっていう考え方は、会社としてあるべき姿だと思うんで。
　　（…）逆に失ったものっていうと、（…）うん、（…）やっぱり、なんだろうなぁ、
　　（…）うんー、それはやっぱり、お客様と接する時間であったり、あとは、なんて
　　いうんだろうなぁ。（…）なんかプロとしての、職人としての、なんか、うんー、
　　気概みたいのが、希薄になってるかもしれないね。（…）貪欲さとかなんかね。
　この語りから理解できることは、人件費をコントロールすることも大事だが、それを行
うことで、先に見た、職人としての気概がなくなってしまったことである。そして、この
ような状況は、アルバイトとして働く書店員も感じていた。たとえば、児童書担当の小林
10
さんは、今まで述べてきた状況を働きながら、敏感に感じとっていた。
小林：あとは、書店全体的に言うと、アルバイトと社員との比率が、アルバイトが
　　今多いじゃないですか。で、社員が少ないじゃないですか。
　　で、社員がリーダーシップをとってアルバイトをあの動かしてる状態ですよね。
　　そうするとやっぱり、大型書店の場合は、そういう形式だと、あのー、アルバイトが、
　　知識がやっぱりないじゃないですか。社員に比べてうちらって、
筆者：うんうん、ないです。
小林：そう、そういうところをちゃんと研修をしないと、お客さんにたとえば、
　　「何歳、何とかという本がありますか？」と言われたときにすぐ答えられない？
　　そういうのがあるんで、やっぱお客さんと、そのー、アルバイトとのコミュニケー
　　ションができないから、こう、親しみづらい本屋さんになってしまっているじゃ
　　ないですか。やっぱり、そういうのを考えると、もうちょっと、アルバイトの比
　　率が高いんだから、それなりの研修をして、で、本の知識を高めて、なんでもい
10　小林さん（25 歳、女性）はアルバイトでありながら、出版者との打ち合わせや企画作りなど、ほぼ社員と同等の
業務をこなしている。このようにアルバイトでありながら社員に近い業務を行っている人は、南書店では多く見られた。
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　　いから高める努力をして、やった方が、やっぱり、お客さんも親しみやすくなる
　　だろうし、っていうのは思いますね。
筆者：うーん、確かにそうですね。
小林：まぁ、あんま実践してないですけどね（笑）何も（笑）欲を言えば、
　　そんなんかな、みたいなことを思います。
　　今、そういう本屋さんが多いんで、しょうがないのかもしれないけど、
筆者：あ、そういう本屋さっていうのは？
小林：あのー、大型書店とかって、やっぱ、アルバイトが少なくって、あ、アルバイ
　　トが多くて、社員が少なくてって感じで。
　　だから、知識が少ないからって、お客さんにやっぱり、不満がでるじゃないですか。
　　っていうのはね、やっぱり考えたほうが。いいのかなとは思うんですけどね。
筆者：うーん。しかもアルバイトさんにはそんな研修ないですよね。
　　自分で勉強しない限りは。
小林：結局、アルバイトが店に出てるわけだから、
筆者：うーん、そうですよね。
小林：そうなんですよ、それを考えると、うーんって感じなんですよね（笑）
　　あたしも知識ないんで、全然分かんないん、ですけど（苦笑）
　ただでさえ人件費が削られている状況である。そこに研修費用などをかけることは難し
い要求であろう。結果、売り場の業務など、新人アルバイトや、新入社員の教育は、長期
勤務経験のアルバイトに頼らざるを得ない状況である。雇用期限が無い時代ならば、それ
でもうまくいったかもしれない。しかし、今は雇用期限があるため、非正規雇用者の入れ
替わりは激しい。職人レベルまでいくことはまずあり得ない。むしろ、サービスの低下を
招いている可能性がある。小林さんはそれを危惧していた。
　田中さんもまた、このような合理化に反対している。社員はもっとアルバイトの仕事を
すべきであり（例えば、店頭でお客様とコミュニケーションする時間を持つ）、アルバイ
トもキャリアの長い人ならば、社員の仕事をやっていいと考えていた。そうしなければ、
棚がつまらない、無表情なものになっていくという。田中さんは職人を求めている。「こ
の仕事は、年数を重ねないと分からない部分がたくさんある。（雇用期限があるため）貴
重な人材が流出してしまう。経験や知識は、お金じゃ買えない。期限があることはいいが、
しかし、一律にきってしまうのはどうか」という思いを抱いていた。
8.　おわりに
　本稿では、書店業界の現状を主に、南書店副店長、田中さんの語りを参照しながら見つ
めた。書店業界は、消費者の本に触れる機会が多様化し、大変厳しい状況にあった。その
ため、正規雇用を減らし、非正規雇用を増やすといった、人件費の削減を行っていた。そ
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れによって、職人としての書店員はいなくなり、サービスの低下を招く状況があった。こ
れから先も、書店が、生き残るために、合理化を行い、人件費をコントロールすることは
必至であろう。しかし、それによって失われてしまうものがあることを忘れてはならない。
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